


















本稿では周産期医療全体の中で、不妊への対応と出生前診断に関わる先端技術の部分を扱

う。不妊への対応でも排卵誘発、卵管・精管の補修や、出生前診断でも超音波診断といっ

た、すでに conventional なものとされている医療の問題は扱わない。

本稿の主題は、人工授精、体外授精－胚移植の研究・臨床応用と、それに伴う配偶子、受

精卵・胚の扱いを社会がどう規制するかについての西欧各国の対応を日本の現状と比較し、

将来の課題を探ることにある。


